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第１章 男女共同参画に関する 

市民意識・実態調査 
 



 

1 

Ⅰ 調査概要 

１．調査の目的 

 

市民の男女共同参画社会や女性が輝くまちづくり、ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）に対す

る考えや意見、実情等を把握し、今後の施策を検討するための基礎資料とすることを目的として実施

した。 

 

２．調査の項目 

 

・男女共同参画の意識について 

・仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）について 

・健康について 

・配偶者等からの暴力について 

・男女共同参画の推進について 

 

３．実施状況 

調査対象  市内在住の 18 歳以上男女 

標本数及び抽出方法  3,000 人 単純無作為抽出法（住民基本台帳から抽出） 

調査方法  郵送による配付 郵送回収及びＷＥＢ回収 無記名方式  

調査時期  令和 7 年 8 月 29 日から令和 7 年 9 月 22 日まで（延長～9 月 26 日） 

 

４．回収結果 

返信数  956 人  

有効回収数 954 人 

うち（郵送 658 人、ＷＥＢ回答 296 人） 

うち（男性 346 人、女性 591 人 答えたくない 11 人 無回答 6 人） 

有効回収率 31.8％ 
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５．報告書の見方 

 

（１） 本文及び図表中に示した調査結果の数値は百分比 （％）で示してある。これらの数値は小数点

以下第２位を四捨五入しているため、全項目の回答比率の合計が 100.0％とならない場合があ

る。 

（２） 複数の回答を求めた質問では、回答比率の合計が 100.0％を超えることがある。 

（３） 報告書中の図表では、コンピューター入力の都合上、回答選択肢の表現を短縮している場合が

ある。 

（４）図表中の「ｎ」は number of cases の略で、回答者総数または分類別の回答者数を示す。各比

率はｎを 100％として算出している。 

（５）数表、図表、文中に示すｎは、比率算出上の基数（標本数）を表している。 

（６）経年比較の分析においては、無回答を除いている。 

（７）クロス集計は、全体の回答数が 100 件以上の設問について行う。 

（８）報告書中の「国調査」は、内閣府が実施した令和６年度男女共同参画社会に関する世論調査を

指す。 

（９）報告書中の「平成 17 年度調査」は、平成 17 年９月に実施した「男女共同参画に関する市民意

識 ・実態調査」（平成 17 年度調査）を、「平成 22 年度調査」は、平成 22 年９月に実施した 「男

女共同参画に関する市民意識・実態調査」（平成 22 年度調査）を、「平成 27 年度調査」は、平

成 27 年 10 月に実施した 「男女共同参画に関する市民意識 ・実態調査」（平成 27 年度調査）を、

「令和２年度調査」は、令和２年８月に実施した 「男女共同参画に関する市民意識 ・実態調査」

（令和２年度調査）を指す。 

（10）報告書中の「平成 26 年度調査」は、平成 26 年７月に実施した「岡山市女性が輝くまちづくり

調査」（平成 26 年度調査）を、「平成 30 年度調査」は、平成 30 年６月に実施した 「岡山市女性

活躍及びワーク・ライフ・バランスに関する調査」（平成 30 年度調査）を、 「令和３年度調査」

は、令和３年６月に実施した「岡山市女性活躍及びワーク・ライフ・バランスに関する調査」

（令和３年度調査）を指す。 

（11）本調査 （令和７年度調査）は、「男女共同参画に関する市民意識 ・実態調査」に 「岡山市女性活

躍及びワーク・ライフ・バランスに関する調査」の市民アンケート調査を統合し実施したもの。 

そのため、「岡山市女性活躍及びワーク・ライフ・バランスに関する調査」の市民アンケート調

査項目での経年比較については、年齢区分を 60 歳未満での集計をしている。 
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Ⅱ 回答者の属性 

【性別】 

 
 

 

【年齢】 

 

【子どもがいるか（別居の子どもも含む）】（〇はいくつでも） 
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【同居している家族】（〇はいくつでも） 
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Ⅲ 男女共同参画の意識について 

問５ あなたは、以下①から⑦の分野で、男女の地位は平等になっていると思いますか。 

 

 

 

男女の地位の平等感について分野別にみると、『男性優遇』（「男性の方が非常に優遇されている」

と 「どちらかといえば男性の方が優遇されている」を合わせた割合）との回答は 「⑦社会通念・慣

習・しきたりなど」で７割台半ば、「⑤政治の場で」で約７割となっている。また、「平等になって

いる」との回答は「①家庭で」及び「④学校教育の場で」で４割半ばとなっている。 
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■①家庭で（性別） 

 

家庭での男女の地位の平等感について、性別にみると、『男性優遇』との回答は女性 （45.5％）が男

性（24.2％）を 21.3 ポイント上回っている。また、「平等になっている」との回答は男性（57.2％）

が女性（37.7％）を 19.5 ポイント上回っている。 

 

■①家庭で（経年比較） 

 

家庭での男女の地位の平等感について、経年比較すると、『男性優遇』との回答は令和７年度調

査（38.5％）が令和２年度調査（50.3％）を 11.8 ポイント下回っている。また、「平等になってい

る」との回答は令和７年度調査（46.4％）が令和２年度調査（37.9％）を 8.5 ポイント上回ってい

る。 
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■【参考】国調査結果（家庭での男女の地位の平等感） 
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■②町内会・自治会・ＰＴＡ等地域活動の場で（性別） 

 

町内会 ・自治会 ・ＰＴＡ等地域活動の場での男女の地位の平等感について、性別にみると、『男性優

遇』との回答は女性 （40.8％）が男性 （31.5％）を 9.3 ポイント上回っている。また、「平等になって

いる」との回答は男性（35.0％）が女性（29.4％）を 5.6 ポイント上回っている。 

 

■②町内会・自治会・ＰＴＡ等地域活動の場で（経年比較） 

 

町内会 ・自治会 ・ＰＴＡ等地域活動の場での男女の地位の平等感について、経年比較すると、『男性

優遇』との回答は令和７年度調査 （38.4％）が令和２年度調査 （45.9％）を 7.5 ポイント、平成 17 年

度調査（65.4％）を 27.0 ポイント下回っている。また、「平等になっている」との回答は令和７年度

調査（32.1％）が令和２年度調査（28.2％）を 3.9 ポイント、平成 17 年度調査（21.2％）を 10.9 ポ

イント上回っている。 
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■【参考】国調査結果（町内会・自治会・ＰＴＡ等地域活動の場での男女の地位の平等感） 
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■③職場で（性別） 

 

職場での男女の地位の平等感について、性別にみると、『男性優遇』との回答は女性 （40.9％）が男

性 （35.3％）を 5.6 ポイント上回っている。また、「平等になっている」との回答は男性 （36.4％）が

女性（28.6％）を 7.8 ポイント上回っている。 

 

■③職場で（経年比較） 

職場での男女の地位の平等感について、経年比較すると、『男性優遇』との回答は令和７年度調

査（40.5％）が令和２年度調査（47.6％）を 7.1 ポイント、平成 17 年度調査（67.6％）を 27.1 ポ

イント下回っている。また、「平等になっている」との回答は令和７年度調査（33.2％）が令和２

年度調査（31.1％）を 2.1 ポイント、平成 17 年度調査（18.7％）を 14.5 ポイント上回っている。 

  



 

11 

■【参考】国調査結果（職場での男女の地位の平等感） 
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■④学校教育の場で（性別） 

学校教育の場での男女の地位の平等感について、性別にみると、『男性優遇』との回答は女性 （21.8％）

が男性 （9.8％）を 12.0 ポイント上回っている。また、「平等になっている」との回答は男性 （50.0％）

が女性（39.6％）を 10.4 ポイント上回っている。 

 

■④学校教育の場で（経年比較） 

 

学校教育の場での男女の地位の平等感について、経年比較すると、『男性優遇』との回答は令和

７年度調査（18.3％）が令和２年度調査（21.0％）を 2.7 ポイント、平成 17 年度調査（19.4％）を

1.1 ポイント下回っている。また、「平等になっている」との回答は令和７年度調査（45.4％）が

令和２年度調査（48.9％）を 3.5 ポイント、平成 17 年度調査（56.6％）を 11.2 ポイント下回って

いる。さらに、「わからない」と回答した割合が年々増加している。 
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■【参考】国調査結果（学校教育の場での男女の地位の平等感） 
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■⑤政治の場で（性別） 

 

政治の場での男女の地位の平等感について、性別にみると、『男性優遇』との回答は女性（76.3％）

が男性 （60.1％）を 16.2 ポイント上回っている。また、「平等になっている」との回答は男性 （19.7％）

が女性（6.9％）を 12.8 ポイント上回っている。 

 

■⑤政治の場で（経年比較） 

 

政治の場での男女の地位の平等感について、経年比較すると『男性優遇』との回答は、令和７年度

調査(72.1％)が、令和２年度調査 （75.5％）を 3.4 ポイント下回ったが、過去最低であった平成 22 年

度調査（67.5％）を 4.6 ポイント上回っている。 

また、「平等になっている」との回答は、令和７年度調査 （11.9％）が令和２年度調査 （10.4％）を

わずかに上回ったものの、過去最高であった平成 17 年度調査（18.6％）を 6.7 ポイント下回ってい

る。  
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■【参考】国調査結果（政治の場での男女の地位の平等感） 
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■⑥法律や制度の上で（性別） 

法律や制度の上での男女の地位の平等感について、性別にみると、『男性優遇』との回答は女性

（55.7％）が男性（32.1％）を 23.6 ポイント上回っている。また、「平等になっている」との回答

は男性（39.0％）が女性（20.3％）を 18.7 ポイント上回っている。 

 

■⑥法律や制度の上で（経年比較） 

 

法律や制度の上での男女の地位の平等感について、経年比較すると、『男性優遇』との回答は令

和７年度調査（48.0％）は令和２年度調査（48.7％）とほぼ変わっていないが、過去調査で一番低

い平成 22 年度調査（38.8％)を 9.2 ポイント上回っている。 

また、「平等になっている」との回答は、令和 7 年度調査(27.7％)は、過去の調査と比較して一

番低くなっている。 
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■【参考】国調査結果（法律や制度の上での男女の地位の平等感） 
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■⑦社会通念・慣習・しきたりなど（性別） 

 

社会通念・慣習・しきたりなどでの男女の地位の平等感について、性別にみると、『男性優遇』

との回答は女性（78.2％）が男性（66.1％）を 12.1 ポイント上回っている。また、「平等になって

いる」との回答は男性（18.2％）が女性（8.8％）を 9.4 ポイント上回っている。 

 

■⑦社会通念・慣習・しきたりなど（経年比較） 

 

社会通念 ・慣習 ・しきたりなどにおける男女の地位の平等感について、経年比較すると、『男性優遇』

との回答は令和７年度調査（75.0％）が令和３年度調査（79.1％）を 4.1 ポイント下回っている。ま

た、「平等になっている」との回答は令和７年度調査 （12.6％）が令和３年度調査 （10.2％）を 2.4 ポ

イント上回っている。 
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■【参考】国調査結果（社会通念・慣習・しきたりなどの男女の地位の平等感） 
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問６ 新聞・テレビ・インターネット上の広告や番組等を見て、あなたは、次の①から④について

どのように感じたことがありますか。（○はそれぞれに１つだけ） 

 

 

 

メディアにおいて性差別的表現を感じたことの有無について、『感じる』（「感じる」と「どち

らかといえば感じる」を合わせた割合）との回答は、「①男女の役割を固定化」で約６割、「③女

性の性的側面を強調」で５割超となっている。 

 

 

■【参考】令和２年度調査（メディアを視る視点について） 
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■①男女の役割を固定化（性別、性・年代別） 

 

性
別 

 
 

女
性 

 

 

男
性 

 

 

 

メディアにおいて男女の役割の固定化を感じたことの有無について、性別にみると、『感じる』と

の回答は女性（59.0％）が男性（51.7％）を 7.3 ポイント上回っている。 

性 ・年代別にみると、『感じる』との回答は、女性はいずれの年代も５割を超えているが、男性は、

30 代、40 代、80 歳以上で５割を下回っている。 
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■②男女の扱いが不平等（性別、性・年代別） 

 

性
別 

 
 

女
性 

 
 

男
性 

 

 

 

メディアにおいて男女の扱いが不平等と感じたことの有無について、性別にみると、『感じる』と

の回答は女性（54.6％）が男性（45.3％）を 9.3 ポイント上回っている。 

性・年代別にみると、『感じる』との回答は、女性は 80 歳以上を除くすべての年代で５割を超えて

いるが、男性は、30 代、50 代、60 代、80 歳以上では５割を下回っている。 
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■③女性の性的側面を強調（性別、性・年代別） 

 

性
別 

 
 

女
性 

 

 

男
性 

 

 
 

メディアにおいて女性の性的側面を強調していると感じたことの有無について、性別にみると、

『感じる』との回答は女性（56.9％）が男性（51.8％）を 5.1 ポイント上回っている。 

性・年代別でみると、『感じる』と回答した女性は、年代が上がるにつれて割合が下がる傾向が

みられ、男性は、50 代までは割合が上がるが、60 代以降は下がっている。 
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■④女性に対する性犯罪助長のおそれ（性別、性・年代別） 

 

性
別 

 
 

女
性 

 

男
性 

 

 
 

 

メディアにおいて女性に対する性犯罪助長のおそれを感じたことの有無について、性別にみると、

『感じる』との回答は女性（57.1％）が男性（41.3％）を 15.8 ポイント上回っている。 

性・年代別にみると、『感じる』との回答は女性の 20 代(57.9％)が、男性の 20 代（31.6％）を 26.3

ポイント上回っており、同じ年代でも性別の違いで大きな差が生じている。 
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問７ 市内の小中学校では、学校教育のあらゆる機会や場面を通して、児童・生徒の発達段階に応

じた男女平等教育を推進していますが、あなたは、次の①から⑥の取組についてどのように思

いますか。（○はそれぞれに１つだけ） 

 
 

※回答項目は以下の通り 

①性別にかかわらず、自分の適性や興味・関心を踏まえた職業選択をすることの大切さを理解

できるような授業を行う 

②メディア（テレビ・新聞など）に登場する男女の描かれ方を調べ、「男女の表現」のし方、さ

れ方への問題意識を高めることができるような授業を行う 

③性情報への対処や性感染症などについて学習することを通じて、自分を大事にし、相手も大

事にしながら生きていこうとする気持ちをもつことができるようにする 

④ＤＶの実態を知り、被害者や加害者の気持ちを考えることでＤＶの本質を理解できるような

授業を行う 

⑤学校生活や家庭生活において、性別による固定的な役割分担が行われていないかを考えるこ

とができるような授業を行う 

⑥男女別名簿・呼称（さん・君など）などで、男女を分けないようにする 

 

男女平等教育について、『よいと思う』（「よいと思う」と「どちらかといえばよいと思う」を合

わせた割合）との回答は「保健学習」（84.6％）、「性別にとらわれない職業選択」（82.8％）、「

ＤＶの理解」（79.7％）で８割前後となっている。一方、『よいと思わない』（「よいと思わない」

と「どちらかといえばよいと思わない」を合わせた割合）との回答は「名簿・呼称などで男女を分け

ないこと」（27.2％）で２割台後半となっている。 
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■【参考】令和２年度調査（学校教育について） 
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■①性別にとらわれない職業選択（性別、性・年代別） 

 

性
別 

 
 

女
性 

 

男
性 

 

 

 

性別にとらわれない職業選択に関する男女平等教育について、性別にみると、『よいと思う』と

の回答は女性（85.8％）が男性（79.2％）を 6.6 ポイント上回っている。 

性・年代別にみると、『よいと思う』との割合はすべての性・年代で６割を超えている。 
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■②メディアの分析（性別、性・年代別） 

 

性
別 

 
 

女
性 

 

男
性 

 

 

メディアの分析に関する男女平等教育について、性別にみると、『よいと思う』との回答は女性

（71.0％）が男性（62.4％）を 8.6 ポイント上回っている。 

性・年代別にみると、『よいと思う』との回答は 30 代男性だけが５割を切っている。 
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■③保健学習（性別、性・年代別） 

 

性
別 

 
 

女
性 

 

 

男
性 

 

 

 

保健学習に関する男女平等教育において、性別にみると、『よいと思う』との回答は男女ともに

おおむね８割台と大きな差はみられない。 

性・年代別にみると、『よいと思う』との回答は、女性の 20 歳未満と男性の 20 歳未満で 100.0

％となっている一方で、女性の 80 歳以上（72.8％）と男性の 80 歳以上（70.6％）は７割台となっ

ている。 

 

  



 

30 

■④ＤＶの理解（性別、性・年代別） 

 

性
別 

 
 

女
性 

 

 

男
性 

 

 

 

ＤＶの理解に関する男女平等教育について、性別にみると、『よいと思う』との回答は男女ともに

おおむね８割台と大きな差はみられない。 

性・年代別にみると、『よいと思う』との回答は、女性の 60 代以下と男性 30 代以下、50 代で８

割を超えている。 
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■⑤固定的性別役割分担の問い直し（性別、性・年代別） 

 

性
別 

 
 

女
性 

 
 

男
性 

 

 

 

 

固定的性別役割分担の問い直しに関する男女平等教育について、性別にみると、『よいと思う』と

の回答は女性（80.1％）が男性（65.4％）を 14.7 ポイント上回っている。 

性 ・年代別にみると、『よいと思う』との回答は、女性の 30 代、40 代、60 代で８割を超えており、

一方で、男性の 30 代は４割半ばと低くなっている。 
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■⑥名簿・呼称などで男女を分けないこと（性別、性・年代別） 

 

性
別 

 
 

女
性 

 
 

男
性 

 

 

 

名簿・呼称などで男女を分けないことに関する男女平等教育について、性別にみると、『よいと思

う』との回答は女性（58.6％）が男性（44.5％）を 14.1 ポイント上回っている。 

性・年代別にみると、男性の 20 代、30 代、40 代では、『よいと思う』との回答は『よいと思わ

ない』を下回っている。 

 

  



 

33 

問８ 結婚や家庭生活について、次の①から⑧のような考え方について、あなたはどのように思い

ますか。（○はそれぞれに１つだけ） 

【結婚について：①～④】 

 

 

結婚に関する考え方についてみると、『そう思う』（「そう思う」と「どちらかといえばそう思

う」を合わせた割合）との回答は、「①結婚は、してもしなくてもどちらでもよい」、「④結婚し

ても相手に満足できないときは、離婚すればよい」が６割台、「②夫婦別姓の結婚が認められても

よい」が５割半ばとなっている。 

【家庭生活について：⑤～⑧】 

 

 

家庭生活の考え方について、『そう思う』との回答は「⑥男性と女性の、どちらが外で働いても、

家事・育児・介護をしてもよい」、「⑦男性も女性も、どちらも仕事と家庭を両立できるのがよい」

で９割弱となっている。一方、『そう思わない』との回答は「⑤男性は外で働くもの、女性は家庭を

守るものだ」が約９割近くなっている。  



 

34 

■①結婚は、してもしなくてもどちらでもよい（性別、性・年代別） 

 

性
別 

 
 

女
性 

 

 

男
性 

 

 

 

結婚は、してもしなくてもどちらでもよいとの考え方について、性別にみると、『そう思う』と

の回答は女性（66.0％）が男性（50.9％）を 15.1 ポイント上回っている。 

性 ・年代別にみると、『そう思う』との回答は、女性 20 歳未満から 40 代、60 代、男性 20 歳未満、

30 代で７割を超えている。 
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『そう思わない』 

■①結婚は、してもしなくてもどちらでもよい（経年比較） 

 

 

結婚は、してもしなくてもどちらでもよいとの考え方について、経年比較すると、『そう思う』と

の回答は平成 27 年度調査 （70.4％）が最も高く、次いで、平成 22 年度調査 （67.1％）、令和７年度

調査（61.1％）、令和２年度調査（51.1％）となっている。 

 

  



 

36 

■②夫婦別姓の結婚が認められてもよい（性別、性・年代別） 

 

性
別 

 
 

女
性 

 

 

男
性 

 

 

 

夫婦別姓の結婚が認められてもよいとの考え方について、性別にみると、『そう思う』との回答は

女性（61.4％）が男性（49.7％）を 11.7 ポイント上回っている。 

性 ・年代別にみると、『そう思う』との回答は女性の 20 歳未満、30 代で８割を超えており、特に

女性 30 代は 「そう思う」との回答が 70.7％となっている。一方で、『そう思わない』との回答は男

性 30 代、40 代、70 代超、女性 80 歳以上で４割～６割となっている。 
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■②夫婦別姓の結婚が認められてもよい（経年比較） 

 

夫婦別姓の結婚が認められてもよいとの考え方について、経年比較すると、『そう思う』との回

答は令和７年度調査（58.3％）が令和２年度調査（61.1％）を 2.8 ポイント下回っている。 

 

  



 

38 

■③お互いが同意すれば、必ずしも婚姻届を出す必要はない（性別、性・年代別） 

 

性
別 

 
 

女
性 

 

 

男
性 

 

 

 

お互いが同意すれば、必ずしも婚姻届を出す必要はないとの考え方について、性別にみると、『そ

う思う』との回答は女性（55.0％）が男性（42.5％）を 12.5 ポイント上回っている。 

性 ・年代別にみると、『そう思う』との回答は女性 20 歳未満、30 代から 50 代、男性 20 歳未満で

は６割を超える一方で、女性 80 歳以上、男性 60 代から 80 歳以上では、『そう思わない』との回答

が『そう思う』との回答を上回っている。 
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■③お互いが同意すれば、必ずしも婚姻届を出す必要はない（経年比較） 

 

お互いが同意すれば、必ずしも婚姻届を出す必要はないとの考え方について、経年比較すると、

『そう思う』との回答は令和７年度調査（50.7％）が令和２年度調査（46.6％）を 4.1 ポイント、

平成 27 年度調査（40.4％）を 10.3 ポイント、平成 22 年度調査（33.9％）を 16.8 ポイント上回っ

ており、一番高い割合となっている。 
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■④結婚しても相手に満足できないときは、離婚すればよい（性別、性・年代別） 

 
 

性
別 

 
 

女
性 

 

 

男
性 

 

 

 

結婚しても相手に満足できないときは、離婚すればよいとの考え方について、性別にみると、『そ

う思う』との回答は女性（66.7％）が男性（58.1％）を 8.6 ポイント上回っている。 

性・年代別にみると、『そう思う』との回答は女性 20 歳未満から 30 代、男性 20 歳未満では８割

を超えている。また、 『そう思わない』との回答は男女ともに年代が上がるにつれて高くなる傾向が

みられる。 
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■④結婚しても相手に満足できないときは、離婚すればよい（経年比較） 

結婚しても相手に満足できないときは、離婚すればよいとの考え方について、経年比較すると、

『そう思う』との回答は令和７年度調査（64.2％）が令和２年度調査（56.2％）を 8.0 ポイント、

平成 22 年度調査（46.5％）を 17.7 ポイント上回っており、これまでの調査で一番割合が高くなっ

ている。 
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■⑤男性は外で働くもの、女性は家庭を守るものだ（性別、性・年代別） 

 
 

性
別 

 
 

女
性 

 

 

男
性 

 

 

 

男性は外で働くもの、女性は家庭を守るものだとの考え方について、性別にみると、『そう思う』

との回答は男性（14.5％）が女性（7.3％）を 7.2 ポイント上回っている。 

性 ・年代別にみると、『そう思わない』との回答は女性のすべての年代で８割を超えているが、一

方『そう思う』との回答は、男性 20 歳未満、30 代、80 歳以上で２割程度となっている。 
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■⑤男性は外で働くもの、女性は家庭を守るものだ（経年比較） 

 

男性は外で働くもの、女性は家庭を守るものだとの考え方について、経年比較すると、『そう思わ

ない』との回答は令和７年度調査 （86.1％）が最も高く、次いで令和２年度調査 （81.1％）、平成 27

年度調査（73.0％）、平成 22 年度調査（69.3％）、平成 17 年度調査（68.3％）の順になっている。 

 

■【参考】国調査結果（男性は外で働くもの、女性は家庭を守るものだ） 
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■⑥男性と女性の、どちらが外で働いても、家事・育児・介護をしてもよい（性別、性・年代別） 

性
別 

 
 

女
性 

 

 

男
性 

 

 

 

男性と女性の、どちらが外で働いても、家事・育児・介護をしてもよいとの考え方について、性

別にみると、『そう思う』との回答は女性 （89.7％）が男性 （85.0％）を 4.7 ポイント上回っている。 

 

  



 

45 

■⑥男性と女性の、どちらが外で働いても、家事・育児・介護をしてもよい（経年比較） 

男性と女性の、どちらが外で働いても、家事・育児・介護をしてもよいとの考え方について、経

年比較すると、『そう思う』との回答は令和７年度調査 （88.7％）が最も高く、次いで令和２年度調

査（85.0％）、平成 27 年度調査（82.2％）、平成 22 年度調査（74.2％）の順となっている。 

 

  



 

46 

■⑦男性も女性も、どちらも仕事と家庭を両立できるのがよい（性別、性・年代別） 

性
別 

 

 

女
性 

 

 

男
性 

 

 

 

男性も女性も、どちらも仕事と家庭を両立できるのがよいとの考え方について、性別にみると、

『そう思う』との回答は女性（89.4％）が男性（86.2％）を 3.2 ポイント上回っている。 

性・年代別にみると、『そう思う』との回答は、男性 20 歳未満を除くすべての性・年代において

ほぼ８割を超えている。 

 

  



 

47 

■⑦男性も女性も、どちらも仕事と家庭を両立できるのがよい（経年比較） 

 

男性も女性も、どちらも仕事と家庭を両立できるのがよいとの考え方について、経年比較すると、

『そう思う』との回答は令和７年度調査 （89.0％）、令和２年度調査 （87.6％）、平成 27 年度調査 （88.2％）、

平成 22 年度調査（85.5％）と、いずれの調査でも８割台後半で推移しており、大きな差は見られな

い。  



 

48 

■⑧子どもが小さいときは女性は仕事をせず、育児に専念する方がよい（性別、性・年代別） 

 

性
別 

 
 

女
性 

 

 

男
性 

 

 

 

子どもが小さいときは女性は仕事をせず、育児に専念する方がよいとの考え方について、性別に

みると、『そう思う』との回答は男性（45.9％）が女性（35.0％）を 10.9 ポイント上回っている。 

性 ・年代別にみると、『そう思わない』との回答は、女性 50 代以下で６割を、男性 20 歳未満、30

代、60 代で５割を超えている。 

 

  



 

49 

■⑧子どもが小さいときは女性は仕事をせず、育児に専念する方がよい（経年比較） 

 

子どもが小さいときは女性は仕事をせず、育児に専念する方がよいとの考え方について、経年比較

すると、『そう思う』との回答は令和７年度調査 （39.0％）が最も低く、次いで令和２年度調査 （57.3％）、

平成 27 年度調査（81.8％）、平成 22 年度調査（85.2％）の順となっている。 

  


